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◆ キーワード　柳田國男／グリム／比較民話／ボルテ・ポリフカ／昔話百科事典

特
集
　
比
較
研
究
の
地
平
／
第
三
九
回
大
会
公
開
講
演

比
較
民
話
学
の
す
す
め

│
柳
田
國
男
の
グ
リ
ム
研
究
再
考
│

高 

木　

昌 

史

序
日
本
の
民
俗
学
を
樹
立
す
る
に
際
し
て
、
柳
田
國
男
は
口
承
文
芸
の
重

要
性
に
い
ち
早
く
着
目
し
た
。
中
で
も
彼
が
集
中
的
に
研
究
し
た
の
は
、

グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』B

rüder G
rim

m
:K

inder- 
und H

ausm
ärchen

（
以
下
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
略
記
）
で
あ
る
（
１
）。

柳
田
は
大
正
十

（
一
九
二
一
）
年
か
ら
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
か
け
て
│
途
中
一
度
帰

国
│
、
国
際
連
盟
委
任
統
治
委
員
会
委
員
と
し
て
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
赴
任
し

た
と
き
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
を
旅
行
し
、
民
族
学
・
民
俗
学
関
係
の
洋
書

を
多
数
購
入
し
た
（
２
）。

ド
イ
ツ
で
は
Ｊ
・
ボ
ル
テ
／
Ｇ
・
ポ
リ
フ
カ
の
Ｋ
Ｈ

Ｍ
注
解
、
今
日
な
お
最
重
要
の
文
献
を
入
手
し
て
い
る
（
３
）。

帰
国
後
、
約
十

年
間
そ
れ
ら
洋
書
文
献
（
英
語
・
独
語
・
仏
語
／
現
在
、
成
城
大
学
民
俗

学
研
究
所
所
蔵
）
の
読
解
に
専
念
、
そ
の
成
果
を
次
々
に
発
表
し
た
。

本
稿
で
は
、
初
め
に
柳
田
の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
研
究
の
現
場
を
覗
き
、
彼
の
口

承
文
芸
学
が
、
元
来
、
い
か
に
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
性
格
の
も
の
で

あ
っ
た
か
を
あ
ら
た
め
て
確
認
し
た
い
。
具
体
例
と
し
て
、
彼
が
Ｋ
Ｈ
Ｍ

の
中
で
も
特
に
注
目
し
た
昔
話
の
一
つ
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
四
a
「
ハ
ン
ス
ば
か
」

H
ans D

um
m （

４
）

を
取
り
上
げ
る
。
初
版
の
み
に
収
録
さ
れ
以
後
の
版
で
は

カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
の
物
語
に
彼
は
何
故
に
関
心
を
抱
い
た
の
か
、
ど
の
よ

う
に
そ
れ
を
解
読
し
た
の
か
。
そ
の
経
緯
を
分
析
す
る
過
程
で
浮
か
び
上

が
っ
て
く
る
の
は
、
実
は
、
柳
田
の
比
較
民
話
学
へ
の
志
向
で
あ
る
。

一　

洋
書
文
献
へ
の
柳
田
の
書
き
込
み

初
め
に
、
柳
田
國
男
の
仕
事
現
場
を
少
し
覗
い
て
み
た
い
。
柳
田
文

庫
の
中
か
ら
二
点
ご
紹
介
す
る
。
資
料
1
は
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ボ
ル
テ
と
ゲ
オ

ル
ク
・
ポ
リ
フ
カ
編
集
『
グ
リ
ム
兄
弟
の
「
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
」
注

解
』（
第
四
巻
）J.B

olte/G
.Polívka:A

nm
erkungen zu den K

inder- 
und H

ausm
ärchen der B

rüder G
rim

m
,B

d. 4 （
５
）（

以
下
Ｂ
／
Ｐ
と
略

記
）、
資
料
2
は
ボ
ル
テ
と
ル
ッ
ツ
・
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
編
『
ド
イ
ツ
昔
話

辞
典
』（
第
一
巻
）J.B

olte/L.M
ackensen:H

andw
örterbuch des 
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deutschen M
ärchens,B

d.1 （
６
）（

以
下
Ｈ
ｄ
Ｍ
と
略
記
）
か
ら
の
コ
ピ
ー

で
あ
る
。

資
料
1
は
、
Ｂ
／
Ｐ
第
四
巻
、「
昔
話
の
歴
史
」
第
五
章
「
十
六
世
紀
か

ら
十
八
世
紀
の
昔
話
」
一
イ
タ
リ
ア
、
バ
ジ
ー
レ
の
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』

第
一
日
第
三
話
「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」Pervonto

の
一
節
で
あ
る
（
一
九
三

頁
）。
本
文
は
グ
リ
ム
が
イ
タ
リ
ア
語
か
ら
独
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。（
ペ

ル
ヴ
ォ
ン
ト
が
現
れ
る
と
、）「
二
人
の
子
供
が
彼
を
め
が
け
て
走
っ
て
行

き
」laufen die beiden K

naben auf ihn

と
（
侍
女
の
幾
人
か
は
彼
女

﹇
王
女
ヴ
ァ
ス
ト
ッ
ラ
﹈
へ
の
同
情
か
ら
干
し
葡
萄
と
干
し
無
花
果
の
小
箱

を
）「
樽
に
入
れ
て
」in die Tonne
（
あ
げ
た
）
の
部
分
に
ア
ン
ダ
ー
ラ

イ
ン
が
引
か
れ
、
そ
の
右
欄
外
に
「
ウ
ツ
ホ
舟
」
と
メ
モ
が
書
き
込
ま
れ

て
い
る
（
７
）。

資
料
2
は
ボ
ル
テ
／
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
編
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
』
第
一
巻

「
舟
へ
の
遺
棄
」A

ussetzung im
 Boot

の
項
（
一
五
五
頁
）
で
あ
る
。
項

目
そ
の
も
の
に
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
施
さ
れ
、
左
側
の
欄
外
に
「
ウ
ツ
ホ

舟
」
の
メ
モ
が
見
え
る
。
下
線
お
よ
び
メ
モ
（「
ウ
ツ
ホ
舟
」）
は
明
ら
か

に
柳
田
の
も
の
で
あ
る
。
同
頁
に
は
、「
モ
ー
セ
の
物
語
」、「
ダ
ナ
エ
」
そ

し
て
バ
ジ
ー
レ
の
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
の
第
一
日
第
三
話
が
「
舟
へ
の

遺
棄
」
の
代
表
例
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
８
）。

柳
田
が
「
う
つ
ぼ
舟
」
の
テ
ー
マ
を
研
究
す
る
に
際
し
て
、
ド
イ
ツ
語

文
献
か
ら
い
か
に
貴
重
な
情
報
を
得
て
い
た
か
が
具
に
窺
わ
れ
る
。
彼
の

昔
話
研
究
は
最
初
か
ら
国
際
比
較
を
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

二　

柳
田
の
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
滞
在
前
後

本
題
（「
う
つ
ぼ
舟
」）
に
入
る
前
に
、
昔
話
の
比
較
研
究
の
歴
史
を
簡

単
に
振
り
返
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
日
本
の
口
承
文
芸
学
の
接
点
を
確
認
し

て
お
き
た
い
。

柳
田
が
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
に
滞
在
し
て
い
た
当
時
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
グ
リ

ム
が
没
し
て
ほ
ぼ
半
世
紀
あ
ま
り
が
経
過
し（
９
）、

口
承
文
芸
学
が
大
き
く
花

開
き
始
め
て
い
た
。
グ
リ
ム
兄
弟
編
『
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
』
は
、
初

版
第
一
巻
（
一
八
一
二
年
）
と
第
二
巻
（
一
八
一
五
年
）
が
刊
行
さ
れ
て

以
来
、
主
に
弟
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
よ
っ
て
改
稿
が
重
ね
ら
れ
、
一
八
五
七

年
に
決
定
版
（
第
七
版
）
が
発
表
さ
れ
た
が
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
に
は
、
実
は
、「
原

注
」O

riginalanm
erkungen

が
付
せ
ら
れ
て
い
る
。
初
版
二
巻
の
そ
れ

ぞ
れ
巻
末
）
10
（

、
第
二
版
（
一
八
一
九
年
）
第
三
巻
（
一
八
二
二
年
）
11
（

）、
第
六
版

（
一
八
五
〇
年
）
第
三
巻
（
一
八
五
六
年
）
12
（

）
が
そ
れ
だ
。
中
で
も
一
八
五
六

年
の
「
原
注
」
に
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
「
個
々
の
物
語
へ
の
注
釈
」
の
み
な
ら

ず
、「
証
言
集
」
と
詳
細
な
「
文
献
」
が
収
録
さ
れ
、
例
え
ば
、「
文
献
」

中
の
バ
ジ
ー
レ
や
シ
ャ
ル
ル
・
ペ
ロ
ー
の
項
に
は
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
『
ペ
ン
タ

メ
ロ
ー
ネ
』、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
と
『
ペ
ロ
ー
童
話
集
』
の
類
話
が
対
照
表
の
か
た
ち

で
整
理
さ
れ
て
い
る）

13
（

。
以
後
、「
原
注
」
は
昔
話
の
比
較
研
究
の
基
点
と

な
っ
て
ゆ
く
。

そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
で
あ
る
。
一
九
〇
八

年
、『
昔
話
の
比
較
研
究
』Vergleichende M

ärchenforschungen

を
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刊
行
し
た
ア
ン

テ
ィ
・
ア
ー
ル

ネA
.A

arne

）
14
（

は
、

二
年
後
、『
昔
話

タ
イ
プ
の
目
録
』

Verzeichnis der 
M

ärchentypen

（
一
九
一
〇
年
）
15
（

）

を
作
成
、
続
い
て
、
ア
メ
リ
カ
の
民
俗
学
者
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン

S.Thom
pson

が
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』The Types of the Folktale

（
一
九
二
八
年
）
16
（

）
を
発
表
、
一
九
六
一
年
に
は
増
補
版
）
17
（

が
刊
行
さ
れ
、
そ
れ

か
ら
以
後
、
い
わ
ゆ
る
Ａ
Ｔ
（
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
）
が
昔
話
の
国

際
比
較
の
基
準
と
な
る
。
そ
の
間
、
一
九
二
六
年
に
は
ア
ー
ル
ネ
と
並
ぶ

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
代
表
者
カ
ー
ル
レ
・
ク
ロ
ー
ンK

.K
rohn

が
『
民

俗
学
方
法
論
』D

ie folkloristische A
rbeitsm

ethode

を
発
表
、
柳
田

は
そ
の
原
書
（
独
語
）
を
、
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
引
き
つ
つ
徹
底
的
に
研

資料 1　ボルテ／ポリフカ『グリム兄弟のＫＨＭ注解』第 4巻 193 頁

資料 2　ボルテ／マッケンゼン編『ドイツ昔話辞典』
　　　　第 1巻 155 頁
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究
す
る）

18
（

。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
と
同
じ
頃
、
ド
イ
ツ
で
は
、
グ
リ
ム
兄
弟
以
来
、

口
承
文
芸
学
の
分
野
で
最
重
要
の
文
献
が
刊
行
さ
れ
た
。
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ボ

ル
テJ.Bolte
と
チ
ェ
コ
の
民
俗
学
者
ゲ
オ
ル
ク
・
ポ
リ
フ
カG

.Polívka

が
共
同
編
集
し
た
前
述
『
グ
リ
ム
兄
弟
「
子
供
と
家
庭
の
童
話
集
」
注
解
』

全
五
巻
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
一
三
年
に
第
一
巻
、
一
九
一
五
年
に
第
二

巻
、
そ
し
て
一
九
一
八
年
に
第
三
巻
が
刊
行
さ
れ
、
柳
田
は
ジ
ュ
ネ
ー

ヴ
時
代
そ
れ
ら
を
購
入
し
、
帰
国
後
、
一
九
三
〇
年
刊
行
の
第
四
巻
と

一
九
三
二
年
刊
行
の
第
五
巻
も
入
手
し
て
い
る）

19
（

。
Ｂ
／
Ｐ
は
、
第
一
巻
か

ら
第
三
巻
ま
で
が
Ｋ
Ｈ
Ｍ
の
個
々
の
昔
話
の
「
注
解
」、
第
四・
五
巻
は
昔

話
の
歴
史
・
収
集
を
全
世
界
的
な
視
野
で
ま
と
め
た
今
日
な
お
最
も
重
要

な
文
献
で
あ
る
。
柳
田
は
特
に
第
五
巻
を
、
鉛
筆
で
下
線
を
引
き
な
が
ら

研
究
し
て
い
る）

20
（

。

Ｂ
／
Ｐ
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る
文
献
は
、
Ｊ
・
ボ
ル
テ
と
ル
ッ
ツ
・
マ
ッ

ケ
ン
ゼ
ン
編
集
の
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
）
21
（

』
で
あ
る
。
一
九
三
三
年
に
第
一

巻
、
一
九
四
〇
年
に
第
二
巻
が
刊
行
さ
れ
た
こ
の
『
辞
典
』
は
、
残
念
な

が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
の
た
め
に
、
Ｇ
の
項
ま
で
で
頓
挫
し
て

い
る
。
柳
田
文
庫
に
は
こ
の
二
巻
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
所
々
に
メ
モ
や

ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
が
記
さ
れ
、
柳
田
の
研
究
ぶ
り
が
窺
わ
れ
る
。
Ｂ
／
Ｐ

同
様
、
こ
の
『
辞
典
』
も
柳
田
の
関
心
の
所
在
を
垣
間
見
る
上
に
き
わ
め

て
貴
重
な
典
拠
を
示
し
て
く
れ
る
。

滞
欧
時
代
か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
終
了
の
頃
に
か
け
て
、
柳
田
は
口
承

文
芸
に
関
す
る
彼
の
著
作
を
次
々
と
世
に
問
う
て
い
る
。『
郷
土
生
活
の
研

究
法
』（
一
九
三
五
年
）、『
昔
話
と
文
学
』（
一
九
三
八
年
）、『
昔
話
覚
書
』

（
一
九
四
三
年
）、『
口
承
文
芸
史
考
』（
一
九
四
七
年
）
等
で
あ
る
。
口
承

文
芸
学
が
一
斉
に
花
咲
い
た
第
一
次
世
界
大
戦
前
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
二

度
滞
在
し
た
柳
田
は
、
現
場
の
息
吹
を
洋
書
文
献
共
々
日
本
に
持
ち
帰
り
、

約
十
年
間
研
究
を
続
け
、
日
本
の
民
俗
学
を
樹
立
し
た
の
で
あ
る）

22
（

。

三　

論
文
「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」

以
上
、
口
承
文
芸
学
の
流
れ
を
概
観
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
柳
田
國
男
の

グ
リ
ム
研
究
を
具
体
的
に
再
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
今
回
は
Ｋ
Ｈ
Ｍ

五
四
a
「
ハ
ン
ス
ば
か
」H

ans D
um

m

を
取
り
上
げ
る
。

柳
田
は
『
一
目
小
僧
そ
の
他
』（
一
九
三
四
年
）、『
昔
話
と
文
学
』、『
妹

の
力
』（
一
九
四
〇
年
）、『
口
承
文
芸
史
考
』、
さ
ら
に
『
辞
書
解
説
原
稿
』

等
で
し
ば
し
ば
「
ハ
ン
ス
ば
か
」
に
言
及
し
て
い
る）

23
（

。
彼
が
強
い
関
心
を

寄
せ
た
〈
流
さ
れ
王
〉（
貴
種
流
離
譚
）
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
そ
れ
が
含
ん
で

い
る
か
ら
と
思
わ
れ
る
。
粗
筋
は
次
の
よ
う
で
あ
る
。

　

昔
、
王
様
が
一
人
っ
子
の
姫
を
相
手
に
幸
せ
に
暮
ら
し
て
い
た
。
あ

る
時
、
姫
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
子
供
を
一
人
生
ん
だ
。
誰
が
そ
の
子

の
父
親
な
の
か
分
か
ら
ず
、
久
し
く
途
方
に
暮
れ
た
王
様
は
姫
に
、
子

供
を
連
れ
て
教
会
に
行
く
よ
う
に
命
じ
、
そ
の
子
に
レ
モ
ン
を
持
た
せ

手
渡
し
た
相
手
を
父
親
＝
姫
の
婿
と
い
う
こ
と
に
し
た
。
結
局
、
見
栄

え
が
し
な
い
〈
ハ
ン
ス
ば
か
〉
と
呼
ば
れ
て
い
た
男
に
子
供
は
レ
モ
ン
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を
渡
し
た
。
王
様
は
怒
っ
て
姫
と
子
供
と
ハ
ン
ス
ば
か
を
大
き
な
樽
に

入
れ
て
海
へ
流
し
て
し
ま
っ
た
。
姫
に
罵
倒
さ
れ
て
、
ハ
ン
ス
は
姫
に

子
供
が
出
来
る
よ
う
に
祈
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
告
白
し
た
。
姫
が
ハ
ン

ス
に
食
べ
物
、
立
派
な
船
、
城
を
次
々
に
望
む
と
そ
れ
が
叶
い
、
最
後

に
ハ
ン
ス
ば
か
は
自
身
が
若
い
知
恵
の
あ
る
王
子
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

そ
の
通
り
に
な
り
、
姫
は
大
喜
び
し
、
二
人
は
城
で
楽
し
く
暮
ら
し
た

（
以
下
略
）
24
（

）。

Ｋ
Ｈ
Ｍ
初
版
（
一
八
一
二
年
刊
）
に
収
録
さ
れ
た
右
の
物
語
を
、
グ
リ

ム
兄
弟
は
ユ
グ
ノ
ー
出
身
の
ハ
ッ
セ
ン
プ
フ
ル
ー
ク
家
で
採
集
し
た
が
、

フ
ラ
ン
ス
版
の
内
容
と
の
一
致
点
が
明
白
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
第
二
版
か

ら
は
削
除
し
た）

25
（

。
柳
田
文
庫
所
蔵
の
レ
ク
ラ
ム
版
Ｋ
Ｈ
Ｍ
三
巻
本
は
第
七

版
の
テ
ク
ス
ト
な
の
で
、「
ハ
ン
ス
ば
か
」
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
。
柳
田

は
恐
ら
く
、
初
版
の
全
文
を
採
録
し
た
前
述
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
の
Ｋ
Ｈ

Ｍ
注
解
（
Ｂ
／
Ｐ
）
第
一
巻
か
ら
こ
の
昔
話
を
知
っ
た
と
思
わ
れ
る）

26
（

。

「
ハ
ン
ス
ば
か
」
の
原
話
は
、
バ
ロ
ッ
ク
期
イ
タ
リ
ア
の
作
家
Ｇ
・
バ

ジ
ー
レ
の
昔
話
集
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
第
一
日
第
三
話
「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン

ト
」Pervonto

に
見
出
さ
れ
る
が）

27
（

、
Ｂ
／
Ｐ
第
四
巻
に
は
グ
リ
ム
に
よ
る

そ
の
独
語
訳
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

28
（

。

柳
田
は
昭
和
六
﹇
一
九
三
一
﹈
七
月
、『
ア
サ
ヒ
グ
ラ
フ
』
に
初
め
て
掲

載
さ
れ
た
論
文
「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」（『
昔
話
と
文
学
』
所
収
）
の
中
で
、

『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
の
「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」
を
中
心
に
、「
ハ
ン
ス
ば
か
」

を
含
め
た
〈
う
つ
ぼ
舟
〉
の
物
語
を
総
合
的
に
分
析
し
て
い
る）

29
（

。
結
語
部

分
で
柳
田
は
八
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
挙
げ
る
。
1
微
力
な
青
年
で
も
霊
力
の

助
け
が
あ
れ
ば
出
世
す
る
こ
と
。
英
雄
は
初
め
そ
の
よ
う
な
姿
で
隠
れ
て

い
る
。
2
非
凡
な
「
如
意
の
力
」。
3
処
女
の
受
胎
。
4
う
つ
ぼ
舟
に
入

れ
て
海
に
流
す
こ
と
（
大
隅
の
正
八
幡
、
唐
や
朝
鮮
の
古
代
王
国
の
創
始

者
の
奇
瑞
）。
5
小
童
の
英
明
霊
智
。
6
父
発
見
の
方
法
（
播
磨
風
土
記
）。

7
幸
運
の
主
が
妻
に
教
え
ら
れ
る
ま
で
己
の
価
値
に
気
づ
か
な
い
こ
と
。

8
僅
か
な
人
間
の
知
恵
で
此
の
世
の
出
来
事
を
批
評
し
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
教
訓
）
30
（

。

イ
タ
リ
ア
（「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」）
と
ド
イ
ツ
（「
ハ
ン
ス
ば
か
」）
の
昔

話
を
、
日
本
と
中
国
と
朝
鮮
の
そ
れ
と
対
比
し
な
が
ら
考
察
す
る
柳
田
の

視
点
は
、
口
承
文
芸
の
東
西
比
較
の
範
例
を
示
し
て
い
る
。
柳
田
は
『
妹

の
力
』
所
収
の
「
う
つ
ぼ
舟
の
話
」（
大
正
十
五
﹇
一
九
二
六
﹈
年
初
出
）

の
中
で
、
日
本
の
貴
種
流
離
譚
を
詳
述
し
て
い
る
が）

31
（

、
五
年
後
の
右
の
「
う

つ
ぼ
舟
の
王
女
」（『
昔
話
と
文
学
』）
で
は
、〈
う
つ
ぼ
舟
〉
タ
イ
プ
の
東

西
比
較
を
試
み
る
の
で
あ
る
。
論
文
の
最
後
に
柳
田
は
こ
う
語
る
。

　
「
そ
れ
に
ま
た
国
限
り
の
孤
立
し
た
発
達
が
あ
っ
て
、
比
較
は
何
よ
り

も
意
味
の
多
い
こ
と
に
な
っ
た
。
西
洋
の
説
話
研
究
者
た
ち
が
、
素
材

の
な
お
豊
か
な
る
日
本
の
口
碑
蒐
集
に
、
深
い
注
意
を
払
っ
て
い
る
の

は
道
理
あ
る
こ
と
で
あ
る）

32
（

。」

洋
書
文
献
を
約
十
年
間
集
中
的
に
研
究
し
て
、
口
承
文
芸
の
比
較
研
究

の
確
か
な
基
盤
を
築
い
た
柳
田
な
ら
で
は
の
発
言
で
あ
る
。
西
洋
文
化
の
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受
容
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
分
野
で
は
わ
が
国
か
ら
発
信
す
べ
き
も
の
も
多

い
こ
と
に
彼
は
喚
起
を
促
し
て
い
る
。
国
際
交
流
の
勧
め
で
あ
る
。

四　

�
モ
テ
ィ
ー
フ
分
析
（
異
常
誕
生
／
笑
わ
な
い
王
女
／
舟
へ

の
遺
棄
）

「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」
論
の
中
で
柳
田
は
物
語
の
要
点
を
八
項
目
に
ま
と

め
て
い
た
が
、
バ
ジ
ー
レ
の
「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」
と
グ
リ
ム
童
話
「
ハ
ン

ス
ば
か
」
に
は
、
実
際
、
昔
話
に
典
型
的
な
モ
テ
ィ
ー
フ
が
数
多
く
含
ま

れ
て
い
る
。
ア
ー
ル
ネ
／
ト
ン
プ
ソ
ン
の
『
昔
話
の
タ
イ
プ
』
は
こ
れ
を

Ａ
Ｔ
六
七
五
「
怠
け
者
の
若
者
」The Lazy Boy

に
分
類
し
て
い
る）

33
（

。『
昔

話
百
科
事
典
』（
Ｅ
Ｍ
）
に
よ
る
と
、
こ
の
タ
イ
プ
は
東
ア
ジ
ア
、
イ
ン
ド
、

近
東
お
よ
び
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
広
く
分
布
し
、
類
話
が
一
五
〇
以
上
記
録

さ
れ
て
い
る）

34
（

。
本
稿
で
は
三
つ
の
モ
テ
ィ
ー
フ
を
取
り
上
げ
る
。

１
「
笑
わ
な
い
王
女
」
と
「
異
常
誕
生
」

バ
ジ
ー
レ
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
で
は
、主
人
公
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
は
〈
怠

け
者
〉
で
〈
大
ば
か
〉
で
あ
る
が
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
五
四
a
「
ハ
ン
ス
ば
か
」
で

は
〈
怠
け
者
〉
の
要
素
が
欠
落
し
、
主
人
公
の
容
貌
の
醜
さ
が
強
調
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
両
者
は
願
っ
た
だ
け
で
王
女
を
妊
娠
さ
せ
る
。

ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
は
母
親
に
命
じ
ら
れ
て
森
に
薪
を
採
り
に
行
っ
た
と

き
、
直
射
日
光
を
浴
び
て
三
人
の
若
者
が
眠
っ
て
い
る
姿
を
見
て
気
の
毒

に
思
い
、
樫
の
枝
を
切
っ
て
彼
ら
に
日
よ
け
を
作
っ
て
あ
げ
る
。
目
を
覚

ま
し
た
妖
精
の
息
子
た
ち
は
お
礼
に
願
え
ば
何
で
も
叶
う
〈
呪
文
〉
を
主

人
公
に
教
え
る
。
呪
文
を
教
わ
っ
た
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
は
大
量
の
薪
を
前
に
、

そ
れ
が
自
分
を
馬
み
た
い
に
運
ん
で
く
れ
た
な
ら
、
と
願
う
。
す
る
と
薪

の
束
は
彼
を
乗
せ
た
ま
ま
名
馬
の
よ
う
に
走
り
だ
し
、
そ
の
光
景
を
宮
殿

の
窓
か
ら
眺
め
た
姫
は
思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
。
事
情
を
知
ら
な
い
主
人

公
は
王
女
に
か
ら
か
わ
れ
た
と
思
い
、
自
分
の
子
を
孕
ん
で
し
ま
え
、
と

呪
う
。

「
ハ
ン
ス
ば
か
」
に
は
王
女
の
笑
い
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
欠
落
し
て
い
る
。

物
語
の
途
中
、
海
を
漂
う
樽
の
中
で
、
姫
に
（
自
分
の
）
子
供
が
出
来
る

よ
う
に
祈
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
主
人
公
が
告
白
す
る
場
面
が
挿
入
さ
れ
て

い
る
だ
け
で
あ
る
。

以
上
は
昔
話
の
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
て
有
名
な
「
笑
わ
な
い
王
女
」
と
「
異

常
誕
生
（
懐
胎
）」
の
典
型
的
な
例
で
あ
る
。
Ｅ
Ｍ
「
笑
い
」Lachen

の

項
（
第
八
巻
）
に
よ
る
と
、「
悲
し
げ
な
／
気
難
し
い
／
高
慢
な
王
女
」
を

笑
わ
せ
る
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
一
般
に
、「
求
婚
の
試
練
」
に
用
い
ら
れ
る
。

そ
の
場
合
、「
単
純
な
若
者
」
が
、
そ
の
無
邪
気
さ
故
に
、
そ
れ
に
成
功

す
る）

35
（

。
「
笑
い
」
に
は
心
を
解
放
し
て
く
れ
る
作
用
が
あ
る
。
様
々
な
原
因
で

緊
張
あ
る
い
は
硬
直
し
た
精
神
は
、
時
と
し
て
「
笑
い
」
に
よ
っ
て
自
由

に
な
る
。「
笑
い
」
は
人
間
社
会
に
と
っ
て
貴
重
で
あ
る
。
昔
話
の
「
求
婚

の
試
練
」
で
は
、
男
性
が
女
性
を
笑
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
後
者
の
緊

張
が
解
か
れ
（「
武
装
解
除
」）、
彼
女
の
心
は
従
順
に
な
る
（「
征
服
さ
れ

る
」）。
た
だ
し
、
失
敗
す
れ
ば
死
刑
が
待
っ
て
い
る
。
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ち
な
み
に
、
旧
ソ
連
の
民
俗
学
者
Ｖ
・
プ
ロ
ッ
プ
は
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の

観
点
か
ら
「
笑
わ
な
い
王
女
の
昔
話
」
を
分
析
し
、
沈
黙
＝
死
│
笑
い
＝

生
の
図
式
を
、
Ｋ
Ｈ
Ｍ
九
「
十
二
人
兄
弟
」
を
例
に
導
き
出
し
、「
生
命
を

呼
び
起
こ
す
能
力
」
が
「
笑
い
」
に
内
在
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る）

36
（

。

「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」
の
場
合
、
薪
の
束
に
馬
乗
り
に
な
っ
た
若
者
を
偶
然

窓
か
ら
見
て
王
女
が
笑
う
の
だ
が
、
そ
れ
を
愚
弄
と
勘
違
い
し
た
主
人
公

は
怒
り
の
あ
ま
り
「
呪
文
」
に
よ
っ
て
王
女
を
妊
娠
さ
せ
る
。
一
見
、「
求

婚
の
試
練
」
で
は
な
い
が
、
偶
然
と
奇
跡
（
呪
文
）
が
介
在
し
て
、
結
果

的
に
、
王
女
と
主
人
公
は
結
ば
れ
る
。
王
女
に
と
っ
て
処
女
懐
胎
は
不
本

意
に
ち
が
い
な
い
。
し
か
し
彼
女
は
、
も
し
か
し
た
ら
、
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト

に
よ
っ
て
笑
わ
さ
れ
た
瞬
間
、
す
で
に
笑
い
＝
生
命
を
宿
す
態
勢
が
出
来

て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

一
方
、
Ｅ
Ｍ
「
不
思
議
な
妊
娠
」W

underbare Em
pfängnis

（
第
三

巻
）
の
項
に
よ
れ
ば
、「
異
常
誕
生
（
懐
胎
）」conceptio m

agica

（
魔

法
の
妊
娠
）
は
、
神
話
、
英
雄
伝
説
等
で
世
界
中
に
広
く
知
ら
れ
た
モ

テ
ィ
ー
フ
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
民
俗
学
者
Ｋ
・
ラ
ン
ケ
は
「
水
」、「
魚
」、

「
林
檎
」
等
の
摂
取
を
そ
の
要
因
と
し
て
挙
げ
）
37
（

、
プ
ロ
ッ
プ
は
特
に
「
果
実

か
ら
の
誕
生
」
に
注
目
し
、
様
々
な
民
族
に
お
い
て
特
定
の
果
物
が
妊
娠

に
有
効
と
さ
れ
る
民
間
信
仰
に
つ
い
て
詳
し
く
言
及
し
て
い
る
（『
魔
法
昔

話
の
研
究
』
斉
藤
君
子
訳
）
38
（

）。
マ
レ
ー
人
の
コ
コ
ナ
ッ
ツ
、
ハ
ワ
イ
諸
島
の

バ
ナ
ナ
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
で
は
柘
榴
（
ア
ッ
テ
ィ
ス
）
等
々
で
あ
る
。「
ペ

ル
ヴ
ォ
ン
ト
」
と
「
ハ
ン
ス
ば
か
」
の
場
合
、
プ
ロ
ッ
プ
が
同
書
で
触
れ

て
い
る
「
呪
文
に
よ
る
誕
生
」
に
相
当
す
る）

39
（

。

「
異
常
誕
生
」
に
関
し
て
は
、
日
本
昔
話
に
典
型
的
な
「
果
実
か
ら
の

誕
生
」
に
柳
田
は
注
目
す
る
（『
桃
太
郎
の
誕
生
』、
一
九
三
二
年
）。
ま
た

「
笑
い
」
に
つ
い
て
は
著
書
『
笑
い
の
本
願
』（
一
九
四
六
年
）
で
本
格
的

な
考
察
を
展
開
し
て
い
る
。
最
後
に
、柳
田
が
「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」
と
「
ハ

ン
ス
ば
か
」
に
惹
か
れ
た
最
大
の
要
因
は
「
舟
へ
の
遺
棄
」
で
あ
る
。

２
「
舟
へ
の
遺
棄
」

「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」
論
の
中
で
、
柳
田
は
こ
の
「
古
い
昔
話
」
の
モ

テ
ィ
ー
フ
の
一
つ
と
し
て
、「
う
つ
ぼ
舟
に
入
れ
て
海
に
流
す
」
を
挙
げ
、

わ
が
国
の
例
を
紹
介
す
る
。

　
「
大
隅
の
正
八
幡
で
は
七
歳
の
王
女
、
父
知
ら
ぬ
児
と
と
も
に
こ
の
中

に
い
れ
ら
れ
て
、
唐
か
ら
流
れ
着
い
た
の
を
神
に
祭
っ
た
と
い
う
記
録

も
あ
り
、
そ
れ
は
ま
た
朝
鮮
の
古
代
王
国
の
創
始
者
の
奇
瑞
で
も
あ
っ

た
）
40
（

」。
右
の
論
文
の
翌
年
、
柳
田
は
『
辞
書
解
説
原
稿
』「
う
つ
ぼ
舟
」

（
一
九
三
二
年
）
に
こ
う
書
き
記
す
。

　
「
日
本
は
島
国
だ
け
に
、
こ
の
伝
説
は
弘
く
久
し
く
行
は
れ
、
又
ほ
ぼ

上
代
の
神
話
の
面
影
を
も
留
め
て
居
る
。
西
洋
で
もPentam

erone

の

Peruonto
の
話
を
初
め
と
し
て
、
グ
リ
ム
童
話
の
愚
者
ハ
ン
ス
に
至
る

ま
で
、
民
間
説
話
の
こ
の
項
目
を
取
扱
っ
た
も
の
数
多
い
﹇
…
…
﹈。
う



153

つ
ぼ
舟
は
本
来
、
木
を
空
洞
に
し
た
る
舟
、
即
ち
今
日
の
刳
舟
・
丸
木

舟
を
意
味
す
る
日
本
語
で
あ
っ
た
と
思
ふ
が
、
こ
れ
が
専
ら
大
海
を
超

え
て
来
る
神
人
の
物
語
に
伴
ふ
に
及
ん
で
﹇
…
…
﹈）

41
（

」。

「
う
つ
ぼ
舟
」
の
伝
承
は
、
日
本
が
「
島
国
」
だ
け
に
広
く
分
布
し
、

「
上
代
の
神
話
の
面
影
」
を
留
め
る
「
古
い
昔
話
」
で
、
し
か
も
西
洋
で
は

イ
タ
リ
ア
（『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』）
に
も
ド
イ
ツ
（
グ
リ
ム
童
話
）
に
も

見
ら
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
「
奇
蹟
譚
」
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
柳
田
は
、

「
う
つ
ぼ
舟
」
の
「
古
伝
」
に
は
「
大
海
を
超
え
て
来
る
神
人
」
の
観
念
が

付
随
し
て
い
る
、
と
指
摘
す
る
。「
流
さ
れ
王
」
の
テ
ー
マ
に
強
い
関
心
を

抱
く
彼
は
、
折
口
信
夫
の
「
ま
れ
び
と
」
の
観
念
に
も
似
た
「
神
人
」
像

を
「
う
つ
ぼ
舟
」
物
語
の
背
景
に
想
い
描
く
の
で
あ
る
。

「
舟
へ
の
遺
棄
」
の
モ
テ
ィ
ー
フ
は
、
以
上
見
る
よ
う
に
、
西
洋
で
は

バ
ジ
ー
レ
の
『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』（「
ペ
ル
ヴ
ォ
ン
ト
」）
や
グ
リ
ム
童
話

（「
ハ
ン
ス
ば
か
」）
に
見
ら
れ
、
東
洋
で
は
「
大
隅
正
八
幡
」
や
「
新
羅
の

瓠
公
」（『
辞
書
解
説
原
稿
』「
う
つ
ぼ
舟
」）
な
ど
に
も
窺
わ
れ
る
が
、
柳

田
が
参
照
し
た
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
』
に
は
、
古
い
伝
承
と
し
て
、
旧
約

聖
書
や
ギ
リ
シ
ア
神
話
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

『
旧
約
聖
書
』「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
に
は
こ
う
記
さ
れ
て
い
る
（
以
下
、

新
共
同
訳
か
ら
要
約
）。
エ
ジ
プ
ト
に
寄
留
し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
人

口
が
増
え
た
た
め
、
王
（
フ
ァ
ラ
オ
）
は
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
男
児
殺
害
の
命

令
を
下
す
。
レ
ビ
人
の
夫
婦
に
男
の
子
が
生
ま
れ
、
妻
は
パ
ピ
ル
ス
の
籠

を
用
意
し
ナ
イ
ル
河
畔
の
葦
の
茂
み
に
置
く
。
フ
ァ
ラ
オ
の
王
女
が
水
浴

び
に
来
て
、
籠
を
発
見
、
王
女
が
男
児
を
不
憫
に
思
っ
て
い
る
と
、
そ
の

子
の
姉
が
申
し
出
、
ヘ
ブ
ラ
イ
人
の
乳
母
（
男
児
の
実
母
）
を
紹
介
し
、

乳
母
が
育
て
、
成
長
し
た
男
児
を
王
女
が
引
き
取
っ
て
モ
ー
セ
と
名
づ
け

る
（
第
一・二
章
）。

ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
の
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る

（
以
下
、
要
約
）。
ア
ル
ゴ
ス
王
ア
ク
リ
シ
オ
ス
に
、
娘
か
ら
生
ま
れ
る
子

が
将
来
、
王
（
祖
父
）
を
殺
す
と
の
神
託
が
下
る
。
恐
れ
た
王
は
青
銅
の

部
屋
を
造
り
娘
を
閉
じ
込
め
る
が
、
主
神
ゼ
ウ
ス
が
黄
金
の
雨
と
な
っ
て

屋
根
を
通
し
て
娘
（
ダ
ナ
エ
）
の
膝
に
流
れ
入
り
男
児
が
生
ま
れ
る
。
王

は
娘
を
子
供
と
と
も
に
箱
に
入
れ
て
海
に
投
じ
る
。
箱
は
島
に
漂
着
し
、

成
人
し
た
男
の
子
（
ペ
ル
セ
ウ
ス
）
は
怪
物
メ
ド
ゥ
ー
サ
を
退
治
し
、
海

の
怪
物
の
犠
牲
と
な
っ
て
い
た
エ
テ
ィ
オ
ピ
ア
の
王
女
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
を

救
う
）
42
（

。
幼
少
の
時
、
ナ
イ
ル
河
に
遺
棄
さ
れ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
宗
教
的
指
導
者

モ
ー
セ
、
同
じ
く
幼
少
の
頃
、
母
ダ
ナ
エ
と
共
に
箱
に
入
れ
ら
れ
エ
ー
ゲ

海
に
遺
棄
さ
れ
た
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
英
雄
ペ
ル
セ
ウ
ス
。
彼
ら
は
成
人
の

暁
、
そ
の
超
人
的
な
活
躍
に
よ
っ
て
後
に
民
族
や
種
族
や
王
家
の
始
祖
と

な
る
の
だ
が
、
こ
れ
は
ま
さ
し
く
「
う
つ
ぼ
舟
」
の
物
語
に
他
な
ら
な
い
。

『
昔
話
百
科
事
典
』
に
よ
る
と
、
こ
の
種
の
伝
承
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
イ
ン
ド
、

東
ア
ジ
ア
、
近
東
等
に
広
く
分
布
し
、
遺
棄
に
用
い
ら
れ
た
樽
、
箱
、
小

舟
は
「
ノ
ア
の
方
舟
」
像
と
も
重
な
る）

43
（

。

モ
ー
セ
も
ペ
ル
セ
ウ
ス
も
、
柳
田
の
い
わ
ゆ
る
「
流
さ
れ
王
」
に
属
す

る
人
物
た
ち
だ
が
、
島
国
日
本
の
地
理
的
・
歴
史
的
な
位
相
を
反
映
す
る



154

「
う
つ
ぼ
舟
」
物
語
の
主
人
公
は
、
こ
う
し
た
英
雄
た
ち
の
系
譜
に
遥
か
極

東
で
繋
が
っ
て
い
る
。
国
と
国
、
民
族
と
民
族
を
隔
て
る
海
は
、
逆
に
両

者
を
繋
ぐ
役
割
も
果
た
す
。「
海
上
の
道
」
は
、
稲
の
み
な
ら
ず
、
異
国
の

王
女
と
文
物
を
も
運
ん
で
く
る
。
そ
の
道
を
通
っ
て
、「
う
つ
ぼ
舟
」
は
未

知
な
る
世
界
を
引
き
連
れ
て
来
る
の
で
あ
る
。

五　

昔
話
（
民
話
）
の
比
較
研
究

前
述
し
た
よ
う
に
（
第
二
章
）、
柳
田
が
国
際
連
盟
の
仕
事
で
渡
欧
し
た

一
九
二
〇
年
前
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
口
承
文
芸
学
が
一
斉
に
花
開
い
た
。

特
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
を
基
点
と
す
る
昔
話
の
比
較
研
究
に
は
瞠
目
す

べ
き
も
の
が
あ
る
。
Ａ
・
ア
ー
ル
ネ
は
そ
の
著
書
『
昔
話
の
比
較
研
究
』

（
一
九
〇
八
年
刊
）
の
中
で
こ
う
語
る
。

　
「
昔
話
研
究
は
、
昔
話
の
原
型
、
発
生
地
、
発
生
時
期
お
よ
び
伝
播
経

路
を
み
い
だ
す
こ
と
に
つ
き
る
も
の
で
は
な
い
。〈
そ
れ
が
す
ん
だ
の
ち

に
は
じ
め
て
〉、
カ
ー
ル
レ
・
ク
ロ
ー
ン
は
か
つ
て
、
お
ど
け
た
調
子
で

い
っ
て
い
た
、〈
本
当
の
昔
話
研
究
が
は
じ
ま
る
の
だ
〉
と
。」（
関
敬
吾

訳
）
44
（

）
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
の
い
わ
ゆ
る
「
地
理
的
・
歴
史
的
研
究
方
法
」、
多

く
の
昔
話
を
蒐
集
し
、
空
間
軸
（
発
生
場
所
／
地
理
）
と
時
間
軸
（
発
生

時
期
／
歴
史
）
に
沿
っ
て
そ
れ
ら
を
整
理
し
、
伝
播
経
路
を
出
来
る
だ
け

精
密
に
辿
っ
て
行
く
「
移
動
理
論
」
に
触
れ
た
あ
と
、
ア
ー
ル
ネ
は
師
ク

ロ
ー
ン
の
コ
メ
ン
ト
を
引
用
し
な
が
ら
言
う
、
そ
れ
は
作
業
の
前
段
階
に

過
ぎ
ず
、「
本
当
の
昔
話
研
究
」
の
目
標
は
、
そ
の
向
こ
う
側
に
あ
る
「
昔

話
の
内
的
生
命
の
諸
現
象
」、
換
言
す
れ
ば
、「
民
間
信
仰
と
か
習
慣
」
等
、

「
民
族
心
理
学
的
諸
現
象
」
と
「
諸
民
族
相
互
の
文
化
的
影
響
」
の
究
明
に

あ
る
、
と
）
45
（

。

昔
話
の
比
較
研
究
が
目
指
す
べ
き
方
向
を
語
っ
た
貴
重
な
言
葉
で
あ
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
学
派
に
注
目
す
る
一
方
で
（「
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
学
問
）
46
（

」）、

柳
田
は
当
時
の
西
洋
の
学
問
の
中
で
は
フ
ラ
ン
ス
の
社
会
学
者
レ
ヴ
ィ=

ブ
リ
ュ
ー
ル
の
「
原
始
心
性
」
な
ど
に
も
着
目
し
た
が）

47
（

、
特
に
ド
イ
ツ
の

心
理
学
者
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ヴ
ン
ト
の
『
民
族
心
理
学
』（
全
十
巻
）
に

強
い
関
心
を
寄
せ
、
そ
の
内
容
を
一
巻
に
ま
と
め
た
『
民
族
心
理
学
原
理
』

（
一
九
一
二
年
刊
）
の
英
訳Elem

ents of Folkpsychology

（
一
九
一
六

年
刊
）
を
徹
底
的
に
研
究
し
て
彼
自
身
の
口
承
文
芸
学
の
土
台
と
し
た
よ

う
だ）

48
（

。
柳
田
は
「
所
謂
フ
ォ
オ
ク
ロ
ア
の
無
意
識
な
る
伝
承
」（『
口
承
文
芸
史

考
）
49
（

』）
に
注
目
し
、「
民
族
心
理
の
痕
が
際
限
も
無
く
人
の
心
を
引
く
」（『
妹

の
力）

50
（

』）
と
語
る
。
そ
し
て
付
言
す
る
、「
日
本
人
ら
し
さ
」
の
よ
う
な
「
無

意
識
伝
承
」
の
発
見
は
、「
楽
し
く
、
又
御
互
ひ
の
向
学
心
を
刺
戟
す
る
」

（『
昔
話
覚
書
）
51
（

』）
と
。

昔
話
に
関
し
て
、「
到
底
そ
の
伝
播
の
経
路
が
分
り
そ
う
も
な
い
話
に
、

幾
つ
と
な
き
全
世
界
の
一
致
の
あ
る
こ
と
」（『
郷
土
生
活
の
研
究
法
）
52
（

』）
に

驚
き
の
目
を
見
張
る
柳
田
は
、
そ
の
理
由
を
自
問
す
る
過
程
で
、
民
族
の
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「
無
意
識
伝
承
」、「
民
族
心
理
学
的
諸
現
象
」（
ア
ー
ル
ネ
）
の
再
発
見
に

口
承
文
芸
学
の
課
題
と
目
標
を
見
出
し
た
よ
う
だ
。

と
こ
ろ
で
柳
田
は
、
ス
イ
ス
の
心
理
学
者
カ
ー
ル
・
グ
ス
タ
フ
・
ユ
ン

グ
と
奇
し
く
も
同
年
（
一
八
七
五
）
の
生
ま
れ
だ
が
、
ユ
ン
グ
は
、
周
知

の
よ
う
に
、
個
人
的
な
無
意
識
の
遥
か
深
層
に
、
人
類
に
普
遍
的
な
無
意

識
と
し
て
「
集
合
的
無
意
識
」das kollektive U

nbew
usste

を
想
定

し
た
。
彼
は
言
う
、「
元
型der A

rchetypus

と
い
う
概
念
は
集
合
的
無

意
識
に
必
ず
つ
い
て
ま
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
〈
こ
こ
ろ
〉
に
は

い
く
つ
も
の
特
定
の
型
式
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
し
か

も
そ
れ
ら
の
型
式
は
い
つ
の
時
代
に
も
ど
こ
に
で
も
見
出
さ
れ
る
の
で
あ

る
。」（『
集
合
的
無
意
識
の
概
念
）
53
（

』）

柳
田
を
驚
嘆
さ
せ
た
昔
話
の
「
全
世
界
の
一
致
」
の
謎
は
、
思
う
に
、

こ
の
「
集
合
的
無
意
識
」
と
大
い
に
関
連
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

西
洋
に
も
東
洋
に
も
見
ら
れ
る
「
う
つ
ぼ
舟
」
タ
イ
プ
は
、
先
に
見
た
よ

う
に
、
神
話
・
伝
承
に
深
く
根
を
下
ろ
し
た
物
語
で
、
そ
れ
は
「
渡
来
神
」

に
も
似
た
観
念
を
今
日
の
我
々
の
許
に
ま
で
運
ん
で
く
れ
て
い
る
か
に
見

え
る
。
一
言
で
云
え
ば
、「
う
つ
ぼ
舟
」
は
、
人
類
の
「
集
合
的
無
意
識
」

を
体
現
す
る
い
わ
ゆ
る
「
元
型
」（
ア
ー
キ
タ
イ
プ
）
の
一
種
な
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。

ユ
ン
グ
は
民
族
学
・
民
俗
学
を
活
用
し
て
深
層
心
理
学
を
構
築
し
た）

54
（

。

そ
れ
に
対
し
て
柳
田
は
民
族
心
理
の
概
念
を
西
欧
に
学
び
な
が
ら
民
俗
学

を
樹
立
し
た
。
同
時
代
を
生
き
た
二
人
は
、
洋
の
東
西
で
、
逆
方
向
か
ら
、

民
俗
学
と
心
理
学
が
交
錯
す
る
豊
か
な
領
域
を
開
拓
し
た
の
で
あ
る
。

結
語柳

田
は
晩
年
こ
う
振
り
返
る
。『
昔
話
と
文
学
』
が
「
一
国
の
文
学
の
文

字
に
な
る
以
前
」
を
考
察
し
た
の
に
対
し
て
、『
昔
話
覚
書
』
は
「
主
と
し

て
二
つ
以
上
の
懸
け
離
れ
た
民
族
の
間
に
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
一
致

ま
た
は
類
似
が
あ
る
の
か
を
、
考
え
て
み
よ
う
と
し
た
試
み
の
つ
も
り
で

あ
っ
た
。」（『
昔
話
覚
書
』「
改
版
序
」）（
一
九
五
七
年
）
そ
の
た
め
に
は

多
く
の
本
を
集
め
て
「
綿
密
に
読
み
比
べ
」
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
混
乱
に
よ
っ
て
、
外
国
書
の
輸
入
も
止
ま
り
、
計
画

を
中
止
し
て
し
ま
っ
た
。「
実
は
始
め
か
ら
、
こ
れ
は
一
人
で
は
覚
束
な
い

大
事
業
で
あ
っ
た
」、
と）

55
（

。

昔
話
は
「
二
つ
以
上
の
懸
け
離
れ
た
民
族
の
間
」（
洋
の
東
西
）
で
何
故

に
「
一
致
」
し
「
類
似
」
す
る
の
か
、
そ
の
謎
を
解
き
明
か
す
べ
く
、
柳

田
は
昔
話
の
比
較
研
究
に
着
手
し
た
が
、
右
の
引
用
文
に
関
し
て
、
故
野

村
純
一
氏
は
こ
う
語
る
。「『
昔
話
覚
書
』
の
場
合
、
柳
田
自
身
は
直
接
そ

の
種
の
言
葉
を
用
い
て
は
い
な
い
が
、
そ
の
目
的
は
明
ら
か
に
汎
人
類
的

に
認
め
ら
れ
る
昔
話
伝
承
の
実
態
を
踏
ま
え
た
上
で
、
比
較
説
話
学
に
も

と
づ
く
昔
話
の
比
較
研
究
と
い
う
点
に
狙
い
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る）

56
（

。」

洋
書
文
献
、
例
え
ば
独
語
文
献
で
は
ボ
ル
テ
／
ポ
リ
フ
カ
の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
注

解
や
ボ
ル
テ
／
マ
ッ
ケ
ン
ゼ
ン
編
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
』
を
参
照
し
な
が

ら
、
柳
田
は
昔
話
の
比
較
研
究
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
「
鳥
言
葉
の
昔
話
」

（『
昔
話
と
文
学
）
57
（

』）
や
「
味
噌
買
橋
」（『
昔
話
覚
書
）
58
（

』）
と
言
っ
た
論
文
に
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見
事
に
結
実
さ
せ
た
。
本
稿
で
扱
っ
た
「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」
論
も
一
例

に
数
え
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
柳
田
の
「
気
宇
の
壮
大
さ
と
構
想
力
の
雄

大
さ
」（
野
村
）
が
十
二
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
。
彼
は
ま
さ
し
く
昔
話
の

比
較
研
究
と
い
う
分
野
を
開
拓
し
た
先
駆
者
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
柳
田
が
参
照
・
活
用
し
た
『
ド
イ
ツ
昔
話
辞
典
』
は
、
残

念
な
が
ら
Ｇ
の
項
で
頓
挫
し
た
。
そ
れ
か
ら
四
十
年
近
く
が
経
過
し
た

一
九
七
七
年
（
柳
田
没
後
十
五
年
）、
そ
の
間
に
発
展
し
た
様
々
な
学
問
の

成
果
を
踏
ま
え
、
世
界
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
対
応
し
た
『
昔
話
百
科
事
典
』

Ｅ
Ｍ
第
一
巻
が
ド
イ
ツ
で
刊
行
さ
れ
た
。
さ
ら
に
四
十
年
近
く
を
経
て
、

昨
二
〇
一
四
年
、『
事
典
』
は
、「
索
引
」
の
巻
を
残
し
て
、
全
十
四
巻
で

完
結
し
た
。
柳
田
の
言
う
「
一
人
で
は
覚
束
な
い
大
事
業
」
は
、
こ
う
し

て
多
く
の
第
一
線
の
専
門
家
の
知
を
結
集
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
昔
話

の
全
世
界
的
な
「
一
致
」
と
「
類
似
」
の
謎
を
解
明
す
る
た
め
に
不
可
欠

な
情
報
を
満
載
し
て
、
そ
れ
は
現
在
目
の
前
に
並
ん
で
い
る
。
両
大
戦
間

に
花
咲
い
た
昔
話
の
比
較
研
究
の
第
一
の
波
に
続
い
て
、
二
十
一
世
紀
の

今
日
、
第
二
の
波
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
柳
田
は
あ
の
世
で
願
っ
て
い
る

に
ち
が
い
な
い
。

付
記　
最
近
刊
行
さ
れ
た
拙
著
『
グ
リ
ム
童
話
と
日
本
昔
話
│
比
較
民
話

の
世
界
│
』、
三
弥
井
書
店
を
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
） 

柳
田
の
Ｋ
Ｈ
Ｍ
研
究
に
関
し
て
は
、拙
稿
「
柳
田
國
男
と
グ
リ
ム
学
」

（『
現
代
思
想
』
総
特
集
「
柳
田
國
男
」
所
収
）
参
照

（
2
） 

田
中
藤
司
「
柳
田
文
庫
所
蔵
読
了
自
記
洋
書
目
録
・
略
年
表
」（『
民

俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
集
所
収
）。

（
3
） 『
定
本
柳
田
國
男
集
』
別
巻
第
五
、
筑
摩
書
房
、
一
九
七
七
（
初
版

七
一
）
年
、「
年
譜
」

（
4
） Erstausgabe K

H
M

,B
d.1,S.250-252.

（
5
） B

/P,B
d.4.

（
6
） H

dM
,B

d.1.

（
7
） B

/P,B
d.4,S.193.

（
8
） H

dM
,B

d.1,S.155.

（
9
） 

兄
ヤ
ー
コ
プ
・
グ
リ
ム
（
一
七
八
五
│
一
八
六
三
年
）、
弟
ヴ
ィ
ル

ヘ
ル
ム
・
グ
リ
ム
（
一
七
八
六
│
一
八
五
九
年
）

（
10
） Erstausgabe K

H
M

,B
d.1,B

d.2.

（
11
） B

D
K

 K
H

M
.

（
12
） R

eclam
 K

H
M

,B
d.3.

（
13
） a.a.O

.,S.293-294,300-302.

（
14
）（
15
）『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』「
そ
の
他
（
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
／

ロ
シ
ア
）」
五
二
│
五
五
頁

（
16
） 

柳
田
文
庫
所
蔵
（
増
補
改
訂
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』）

（
17
） A

ntti A
arne and Stith T

hom
pson,T

he Types of the 
Folktale.

（
18
） 
註
（
14
）
参
照

（
19
） 『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』
参
照

（
20
） B/P,Bd.4,5.
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（
21
） 『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
』「
ド
イ
ツ
」
一
三
│
一
七
頁

（
22
） 

同
書
「
序
」
参
照　

（
23
） 『
一
目
小
僧
そ
の
他
』「
物
言
う
魚
」（
ち
く
ま
文
庫
版
６
、一
九
八
九
年
）

四
五
八
頁
、『
昔
話
と
文
学
』「
う
つ
ぼ
舟
の
王
女
」（
同
8
、
一
九
九
〇

年
）
三
五
九
│
三
六
五
頁
、『
妹
の
力
』「
う
つ
ぼ
舟
の
話
」（
同

11
、
一
九
九
〇
年
）
二
三
六
│
二
六
一
頁
、『
口
承
文
芸
史
考
』
五
三

（
同
8
）
一
三
七
│
一
三
八
頁
、『
定
本
柳
田
國
男
集
』
第
二
六
巻
、

一
九
七
七
（
七
〇
）
年
、「
辞
書
解
説
原
稿
」
二
八
〇
│
二
八
一
頁

（
24
） 

註
（
4
）
参
照

（
25
） BD

K
 K

H
M

,S.1280.

（
26
） B/P,Bd.1,S.485-487.

（
27
） 『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
上
、
ジ
ャ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ
、
杉

山
洋
子
／
三
宅
忠
明
訳
、
五
六
│
七
〇
頁

（
28
）B/P,Bd.4,S.192-193.

（
29
）（
30
）
註
（
23
）『
昔
話
と
文
学
』
参
照

（
31
） 

註
（
23
）『
妹
の
力
』
参
照

（
32
）
註
（
23
）『
昔
話
と
文
学
』
三
六
五
頁

（
33
） 

註
（
17
）p.236-237.

（
34
） EM

,B
d.1(1977),S.1048-1065.(A

ussetzung)

（
35
） EM

,B
d.8(1996),S.700-707.(Lachen)

（
36
） 『
魔
法
昔
話
の
研
究
』
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
斉
藤
君
子
訳
、

一
三
四
頁

（
37
） EM

,Bd.3(1981),S.1395-1406.(Em
pfängnis)

（
38
） 

註
（
36
）
六
五
│
七
〇
頁

（
39
）
同
書
、
七
〇
│
七
二
頁

（
40
） 

註
（
23
）『
昔
話
と
文
学
』
三
六
三
頁

（
41
） 

註
（
23
）「
辞
書
解
説
原
稿
」
二
八
〇
頁

（
42
） 『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』
ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
、
高
津
春
繁
訳
、
七
九
│
八
二
頁

（
43
）
註
（
34
）
参
照

（
44
）（
45
）『
昔
話
の
比
較
研
究
』
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
、
関
敬
吾
訳
、

岩
崎
美
術
社
、
一
九
八
三
（
六
九
）
年
、
七
二
頁

（
46
） 

註
（
14
）
参
照

（
47
） 

高
木
昌
史
「
昔
話
の
比
較
研
究
」（『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第

三
十
四
集
、
二
〇
一
〇
年
三
月
所
収
）
四
二
│
四
四
頁

（
48
） 

同
、
四
四
│
四
八
頁

（
49
） 『
口
承
文
芸
史
考
』（『
柳
田
國
男
全
集
』
第
十
六
巻
、
一
九
九
九
年
）

五
〇
一
頁

（
50
） 『
妹
の
力
』（『
柳
田
國
男
全
集
』
第
十
一
巻
、
一
九
九
八
年
）

二
五
九
頁

（
51
） 『
昔
話
覚
書
』（『
柳
田
國
男
全
集
』
第
十
三
巻
、
一
九
九
八
年
）

五
八
八
頁

（
52
） 『
郷
土
生
活
の
研
究
法
』（『
柳
田
國
男
全
集
』
第
八
巻
、
一
九
九
八

年
）
二
五
四
頁

（
53
） C.G

.Jung,D
er Begriff des kollektiven U

nbew
ußten S.45.

邦

訳
『
元
型
論
』
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
、
林
道
義
訳
、
一
〇
頁

（
54
） 

註
（
47
）
三
八
│
四
一
頁

（
55
） 『
昔
話
覚
書
』（
ち
く
ま
文
庫
版
、
一
九
九
〇
年
）、
四
五
四
頁

（
56
） 
同
書
、
六
九
六
頁

（
57
） 

註
（
23
）『
昔
話
と
文
学
』
四
三
〇
│
四
四
〇
頁

（
58
） 

同
書
、
六
二
五
│
六
三
二
頁
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テ
ク
ス
ト
／
参
考
文
献

＊ B
rüder G

rim
m

,K
inder- und H

ausm
ärchen,A

usgabe 
letzter H

and m
it den O

riginalanm
erkungen der B

rüder 
G

rim
m

, 3B
de.,hrsg. von H

eiz R
ölleke,Philipp R

eclam
 jun.,  

Stuttgart, 1980. (R
eclam

 K
H

M
)

＊ K
inder- und H

ausm
ärchen,gesam

m
elt durch die B

rüder 
G

rim
m

.Vollständige A
usgabe auf der G

rundlage der 
dritten A

uflage ( 1837).H
erausgegeben von H

einz R
ölleke,  

D
eutscher K

lassiker Verlag,Frankfurt am
 M

ain, 1985.(B
D

K
 

K
H

M
)

＊ K
inder- und H

ausm
ärchen.G

esam
m

elt durch die B
rüder 

G
rim

m
.Vergrößerter N

achdruck der zw
eibändigen Erstaus-

gabe von 1812 und 1815,von H
einz R

ölleke,Van-  denhoeck 
&

 R
uprecht in G

öttingen, 1996.(Erstausgabe K
H

M
)

＊ A
ntti A

arne and Stith T
hom

pson. T
he Types of the 

Folktale, H
elsinki, 1987 (1961 Second R

evision)

＊ J.B
o

lte
/G

.P
o

lív
k

a
,A

n
m

e
rk

u
n

g
e

n
 z

u
 d

e
n 

K
iner- und H

ausm
ärchen der B

rüder G
rim

m
,  D

iederich s 
V

erlag,L
eipzig,B

d. 1,1913/B
d.2,1915/B

d.3,1918/
B

d. 4,1930/B
d.5,1932 .(B

/P)

＊ H
andw

örterbuch des deutschen M
ärchens,hrsg. 

von Johannes B
olte und L

utz M
ackensen,W

alter de 
G

ruyter,B
erlin,B

d. 1,1933/B
d.2,1940.(H

dM
)

＊ Enzyklopädie des M
ärchens,hrsg. von K

urt R
anke,W

alter 
de G

ruyter,B
erlin/N

ew
 York,1977ff.(EM

)

* 
C

.G
. Jung, D

er B
egriff des kollektiven U

nbew
ußten (1936) 

(Taschenbuchausgabe in elf B
änden. A

rche typen. H
rsg. 

von Lorenz Jung, 4. A
ufl., D

eutscher Taschenbuch Verlag, 
M

ünchen, 1993) S.45. 

邦
訳
『
元
型
論
』
C
・
G
・
ユ
ン
グ
、
林
道

義
訳
、
紀
伊
國
屋
書
店
、
一
九
八
二
年

＊ 

『
柳
田
國
男
全
集
』
全
三
十
二
巻
（
ち
く
ま
文
庫
版
）、
必
要
に
応
じ
て

『
定
本
柳
田
國
男
集
』（
筑
摩
書
房
）
お
よ
び
『
柳
田
國
男
全
集
』（
同
）

か
ら
引
用
す
る
。

＊ 

『
ギ
リ
シ
ャ
神
話
』
ア
ポ
ロ
ド
ー
ロ
ス
、
高
津
春
繁
訳
、
岩
波
文
庫
、

二
〇
〇
九
（
一
九
五
三
）
年

＊ 

『
ペ
ン
タ
メ
ロ
ー
ネ
』
上
、
ジ
ャ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
バ
ジ
ー
レ
、
杉
山

洋
子
／
三
宅
忠
明
訳
、
ち
く
ま
文
庫
、
二
〇
〇
五
年

＊ 

『
昔
話
の
比
較
研
究
』
ア
ン
テ
ィ
・
ア
ー
ル
ネ
、
関
敬
吾
訳
、
岩
崎
美

術
社
、
一
九
八
三
（
六
九
）
年

＊ 

『
魔
法
昔
話
の
研
究
』
ウ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
・
プ
ロ
ッ
プ
、
斉
藤
君
子
訳
、

講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
九
年

＊ 

『
現
代
思
想
』
総
特
集
「
柳
田
國
男
」『
遠
野
物
語
』
以
前
／
以
後
、
青

土
社
、
二
〇
一
二
年
一
〇
月
臨
時
増
刊
号

＊ 

『
民
俗
学
研
究
所
紀
要
』
第
二
十
二
集
別
冊
、
成
城
大
学
民
俗
学
研
究

所
、
一
九
九
八
年
三
月

＊ 
増
補
改
訂
『
柳
田
文
庫
蔵
書
目
録
』
成
城
大
学
民
俗
学
研
究
所
、

二
〇
〇
三
年
三
月

＊ 

『
柳
田
國
男
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
│
口
承
文
芸
の
東
西
│
』、
高
木
昌
史
編
、

三
交
社
、
二
〇
〇
六
年

 

（
た
か
ぎ
・
ま
さ
ふ
み
／
成
城
大
学
名
誉
教
授
）


